
第４学年「子供が学びをつくる」社会科                令和３年２月１０日(水)授業力向上研究セミナー

「北海道のまちづくり(20時間) 」～国際交流を生かしたまちづくり（6時間）～ 

          授業者 市 川 洋 二 

１教材の特徴 

学習内容の 
背景 

 
１，「令和の日本型学校教育」の構築
を目指して～すべての子供たちの可

能性を引き出す，個別最適な学びと，
協働的な学びの実現～（答申） 

（中教審答申，２０２１） 
２，Learning Compass2030 

(OECD,2019) 
 

３，幼稚園、小学校、中学校、高等学
校及び特別支援学校の学習指導要
領等の改善及び必要な方策等につい

て（中教審答申,2016） 
 

４，OECD生徒の学習到達度調査
（PISA2018）のポイント 

（国立教育政策研究所,2019） 
 

５,小学校学習指導要領解説社会
編（H29告示） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

本実践で育成す
る資質・能力 

 
６，「小学校社会科の授業分析」 

(岩田一彦 1993） 
「社会科授業構成の理論と方法」 

(森分孝治 1978) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単元で鍛える 

見方・考え方 
 
 
 
 

本校の研究との
関わり 

「一人一人の子供が

他者とともに自己調

整する学び」を実現

する教師の支援 
 

７，概念地図作成法
(conceptmapping) 

Novak&Gowin,1984 
 
 

８，導入的概念地図の諸要素と択
一式テスト成績との関係 

(皆川順,2009) 
 

急激に変化する時代の中で，多様な他者と協働しながら様々な社会的変化を前向きに乗り越
え，人間としての感性を働かせてより豊かな社会を創造する資質・能力の育成が求められていま
す。１また，持続可能な社会の実現という国際的観点から，「主体的に目標を設定し，振り返りなが
ら，責任ある行動がとれる力」の重要性が指摘されています。２ 
このような資質・能力を育んでいくために，学習指導要領に示される指導事項を着実に実施し

ていくことが重要です。そのためには，「資料から読み取った情報を基にして社会的事象の特色
や意味などについて比較したり関連付けたり多面的・多角的に考察したりして表現する力の育成
が不十分３」であることや，「複数の課題文から必要な情報を探し出したり，それぞれの意図を考え
ながら，主張や情報の質と信憑性を評価した上で，自分がどう対処するかを説明したりする４」な
ど，課題を追究し解決する力を高める学習活動の充実を図る必要があります。 
つまり，これまでの社会科においても重点として考えられてきた，社会との関わりを意識して課

題を捉え，資料の読み取りや見学，聞き取り等の調査活動などを基に，多面的・多角的に考察
し，判断する能力の育成や，主体的に社会の形成に参画しようとする態度を養う学びの改善がよ
り一層重要視されていると考えています。 
学習指導要領において，中学校との接続を考慮に枠組みが整理され，「知識や思考力等を基

盤として社会の在り方や人間としての生き方について選択・判断する力」「自国の動向とグローバ
ルな動向を横断的・相互的に捉えて，現代的な諸課題を歴史的に考察する力」「持続可能な社
会づくりの観点から地球規模の諸課題や地域課題を解決しようとする態度」の育成を基本方針と
して教育内容の改善が図られていることや，社会的な見方・考え方を働かせ，概念等に関する知
識との関係を深め，社会に見られる課題の把握と，その解決に向けて広い視野から構想（選択・
判断）する力を育む必要性について示されていることも本実践を計画した背景となっています。５ 
そこで，本実践においては，「時間，空間，相互関係などの視点に着目し事実等に関する知識

を習得する５」学習活動を通して，事実的知識（表１）を身に付け，それらを「比較，関連付けることに
よって考察・構想し，社会的事象の特色や意味，理論などの概念等に関する知識を身に付ける５」
ことにより，価値関係的知識へと高める学習過程の確立を，単元設計
における中心的課題としています。６ 
また，中教審答申（2016）において見直しの必要性があると示され，

現行の学習指導要領において充実された伝統・文化等に関する理解
を深め，グローバル化への対応と持続可能な社会の形成者として必
要な資質・能力の基礎を育むために，「日本と世界の生活・文化の多
様性の理解」を主題として，第４学年「北海道のまちづくり」を単元構
成しました。５小単元「国際交流を生かしたまちづくり」の学習では，国
際交流の発展と人々の生活を関連付けて考えることができるように，
ニセコ町の特色を学習材として授業実践を行いました。 

 
 
 

  
 
本校の研究主題「一人一人の子供が他者とともに自己調整する学

び」を実現するための支援として，本実践では「リンクラベル」を作成す
る学習活動を設定しています。Novak，Gowin らは，関係のある知識同
士を線(リンク)で結び,それらの関係(リンクラベル)をその線上に示す方
法を用いることによって，知識の精緻化と体制化を図り，概念的知識
を体系的にまとめることができるようになることを明らかにしています。７ 
 本実践では，「リンクラベル（本実践では「ラベル」として子供たちと共
有）」を，社会的事象の特色と意味を捉える視点として位置付け，獲得
した知識や概念間の関係や意味をより明確に把握したり，他者と共有
したりするツールとして活用します。 
さらに，Novak はリンクラベルを作成し概念的知識間の関係性に着目することが，他の学習に

関する自己効力感につながることを明らかにし，その結果として学習の転移が起こりえることを示
唆しています。このことから，リンクラベルを作成する行為自体が知識間の関係の把握に促進的な
役割を担い，関連する諸知識を精緻化したり，客観的にそのリンクラベルを作成する行為（ラベリ
ング）を再認識したりすることによって，より確かな学びとして定着することができるようになると考え
ています。８ 

 

事実関係
的知識 

記述的
知識 

社会的事象の現象に
関する知識 

分析的
知識 

社会的事象相互の関
係を述べた知識 

説明的
知識 

社会的事象間の因果
関係と学習課題を結
びつけた知識 

概念的
知識 

社会的事象を一般化
し法則性を表す知識 

価値関係
的知識 

規範的
知識 

事実関係的知識に基
づき，選択・判断，意
思決定された知識 

 北海道のまちづくりの特色や，その地域で活動する人々の工夫や願いに着目し，自分たちの住む地域と比較
したり，産業の発展や人々の生活の変化と関連付けたりすることによって，地域社会のよりよい発展について
総合的に考察する。 

表１「小学校社会科の授業分析」(岩田 1993）「社会科
授業構成の理論と方法」(森分 1978)を参考に実践者作成 

複数の事実関係的知識に関する 
価値関係的知識 

（まちづくりの発展に関する選択・判断，意思決定等） 

事象Ａに関する事実関係的知識 

（A市のまちづくりの特色等） 

事象Ｂに関する事実関係的知識 

（Ｂ市のまちづくりの特色等） 

リンクラベル 
視点（時間，空間，

相互関係等） 

図１「概念地図作成法」(Novak&Gowin,1984）
を参考に実践者作成 



２目指す子供の姿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 単元の目標 

 
北海道のまちづくりの特色や，その地域で活動する人々の思いや願いに着目し，産業

の発展や人々の生活の変化と関連付けたり，自分たちの住む地域と比較したりすることに

よって，北海道のよりよい発展について考えることができるようにする。 
 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

北海道の特色ある地域では，
人々が協力し，特色あるまちづく
りや産業の発展に努めているこ
とを理解している。 
調査活動や地図等の資料で

調べ，必要な情報をまとめてい
る。  

北海道の特色ある地域の位
置や自然環境，人々の活動や産
業の歴史的背景，人々の協力関
係などに着目して，地域の様子
を捉え，それらの特色を考え，判
断したことを表現している。 

北海道の特色ある地域の様
子ついて理解したことを基に，主
体的に問題解決しようとしたり，
社会生活に生かそうとしたりして
いる。 

 課題設定 課題追究 パフォーマンス 

社会科が 

目指す 
ゴールの姿 

 

社会的事象の意味や意義，特色
や相互の関連を捉えたり，社会に
見られる課題を把握したりすること
で，学習問題を立て，課題解決に
向けての見通しをもつ。 

社会的事象の見方・考え方を働かせながら，課
題について探究的に調べたり，考察したりする。 
課題追究のための構想（選択・判断）やその過程

をモニタリングすることで，課題に応じた追究の方
法を選択したり，対話的に課題を解決したりする。 

資料から読み取ったことや，多
面的・多角的に考察，調査，構想
したことを基に，論理的に説明し
たり，立場や根拠を明確にして議
論したりする。 

社会科が目
指す 

４年生の姿 

 

日常生活の中での出来事や調査
活動，写真やグラフなどの具体的
資料を基に，社会的事象の見方・
考え方を働かせ，分析的に考察し，
問題意識や課題解決への見通しを
もつ。 

 位置や空間的な広がり，時期や時間の経過，事
象や人々の相互関係などに着目して探究的に調
べ，比較・分類したり，地域の人々や国民の生活と
関連付けたりすることによって，総合的に考察したり
する。 
課題追究の視点や方法を構想（選択・判断）し，

その過程を客観的に捉えることで，学びの価値を
実感したり，次の学習に生かそうとしたりする。 

社会的事象の意味や特色に
ついての理解や獲得した知識や
概念等の相互の関連など，多様
な視点から分析し，総合的に考
察してわかったことをまとめたり，
自らの社会への関わり方につい
て構想（選択・判断）したりする。 

 

課題追究 
社会的事象の見方・考え方を働かせ，各地域

のまちづくりの取組や人々の相互関係に着目
し，比較し関連付けながら総合的に考察する。 

課題設定 
北海道のまちづくりの取組を調

べ，社会的事象の見方・考え方を
働かせ，その意味や意義，特色や
相互の関連について，課題を見つ
け，解決への見通しをもつ。 

パフォーマンス  
北海道の特色あるまちづくり

について考察したことをまと
め，これからの北海道のまちづ
くりの発展について構想する。 

本実践における「一人一人の子供が他者とともに自己調整する学び」 

社会的事象の見方・考え方を働かせ，地域のまちづくりに見られる課題を把握し，よりよい発展につ
いて構想（選択・判断）する力の育成 

本実践 
の 
目的 

北海道には，様々な特色
を生かしたまちづくりに
取り組んでいる人々がた
くさんいる。応援したい！ 

【課題解決の見通し】 
まず，視点をもとに比

べてみよう，人々の思い
や願いがわかるはず。ど
んな方法でまとめると
いいかな。 

子供が学びをつくる 

【省察】 
視点をもとに調べ

て考えたら，まちづく
りの特徴がわかって
きた。次の学習にも生
かせそう。 

【学習経験を生かす】 
視点をもとにもう一

度考え直したり，友達と
交流したりすると新し
いことに気付くことが
できるかもしれないな。 



単元の学びのデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

考える
こと 

北海道のまちづくりの特色や，その地域で活動する人々の思いや願いなどの視点に着目しながら，これからの北海道の産業と地域社会のよりよい発展について総
合的に考える。 

伝統工芸を生かしたのまちづくりの特色や，その地域
で活動する人々の#思いや#願いなどの視点に着目し
ながら，北海道のよりよい#発展について総合的に考
える。 

国際交流を生かしたのまちづくりの特色や，その地
域で活動する人々の#思いや#願いなどの視点に
着目しながら，北海道のよりよい#発展について総
合的に考える。 

自然を生かしたのまちづくりの特色や，その地域で
活動する人々の#思いや#願いなどの視点に着目し
ながら，北海道のよりよい#発展について総合的に
考える。 

わかる
こと 

・#地理的特徴，#自然環境を生かして，家具づくりが
盛ん。 
・家具生産#発展の#歴史と#工夫，木材#資源を守
り，伝統工芸を#世界に広めようと#努力している。 

・#自然環境を生かした観光産業が#発展。 
・ニセコ町の#国際交流の#事業と#対策によって，
周辺地域の国際化が進んでいる。 
・#異文化交流，#多文化共生の現状，人々の思い 

・知床（世界自然遺産）観光，農水産業など自然
環境を生かした産業が#継続，#発展してきた。 
・１００㎡運動など自然を守り，育ててきた#歴史 
・自然と人間との#共生と#SDGsのための#努力 

調べる
（知る）
こと 

・旭川市や関係する#地域の位置と周辺の自然環境 
・家具工芸センターの家具生産#技術，販売の現状 
・他地域の伝統工芸等 

・ニセコ町周辺の#自然環境，#観光，#人口#変化 
・国際交流#事業とまちの人々の#協力 
・各地域の姉妹・友好都市，国旗等 

・斜里町の位置と周辺の#自然環境とその#変化 
・知床自然センターなど環境#保全の#活動 
・他地域の環境保全の取組等 

資料 

・Googlemap ・動画「マイタウン旭川（旭川市）」 ・旭
川市家具づくり人憲章 ・旭川地域における家具，装
備品製造事務所及び出荷額の推移 ・工芸センター
の刊行物，聞き取り調査（E メール）等 

・Googlemap ・ニセコ町 HP ・ラジオニセコ HP ・ニ
セコ高校 HP ・音声「ラジオ絵本ワールド」 ・ニセコ
町まちづくり基本条例 ・外国人と考えるまちづくり
議事録 ・国際交流員の聞き取り調査（ZOOM）等 

・Googlemap ・斜里町 HP ・知床自然センター
HP ・しれとこ 100 ㎡トラスト運動の森トラスト HP  
・北海道応援団会議刊行物「創る」 ・知床自然セ
ンター聞き取り調査（電話）等 

社
会
的
事
象
の
見
方
・
考
え
方 

地場産業

国際交流

自然環境

北海道

•土地ラベル（位置，地形，分布，自然，気候等）

•時間ラベル（変化，発展，維持，計画，背景，持続可能性，ＳＤＧｓ等）

•人・関係ラベル（工夫，努力，思い，願い，協力，多様性，共生等）
学びの視点

•比較（集めた情報を分類し並べる，自分たちの住む地域と比べる等）

•関連（産業と生活の変化，地域の特色の成り立ちとまちづくりの仕組み等）

•総合（産業の振興にかける人々の願い，まちづくりの発展と人々の共生等）
学びの方法

課題解決の見通し

• 獲得した知識や概念

を基に，課題を把握し，

課題解決の見通しをも

って，追究過程を発展

させる。

学習経験の活用

• 獲得した知識や概念

を基に，課題解決のた

めに必要な学びの視点

や方法を選択したり，

修正したりする。

省察

• 学びの視点と方法，

学習方略の成果と価値

を整理・分析し，新た

な課題解決に向けて構

想する。

「間違いの少ない，説明可能なより大きな
知識や理論の獲得（「知識の変革的成長理論」森分

1984）」を本実践においては知識の成長と定
義しています。  
多様な視点に着目し，まちづくりの特色や

その意味を調べ考察し，説明できない問題
を追究することで，新しい知識や概念が形成
され，説明可能な範囲が拡大していきます。 
獲得した知識や概念は次の課題設定や

解決への見通しとなり，学びの視点や方法を
選択，修正します。説明可能となった知識は
発展的に成長し，自ら学びの成果や価値に
も気付くことができるようになります。 
このような学習過程の中で省察したことを

基に，新たな課題解決に向けて構想する力
を培うことができると考えています。 

＜概念探究過程＞（岩田 1991） 

「知る」→社会的事象の存在認識 

「わかる」→事象間の関係認識 

☆ 事実関係的知識の獲得を目

標とする学習過程 

＜価値探究過程＞ 

「考える」→価値判断，意思決定 

☆ 価値関係的知識の獲得を目

標とする学習過程 

社会的事象の
特色と意味を
捉える「土地」
「時間」「人・関
係」など，課題
追究のための
視点（ラベル）
の作成 

Chromebook （ オ
ンライン情報共有
ツール）を活用し
た対話的な学び 

知る わかる 考える

知る わかる 考える

知る わかる 考える

知りたい わかった 考えよう

#家具づくりの歴史 #工夫 #人々の思い #願い 

#国際化の背景 #人々の協力 #異文化理解 #多文化共生 

#自然環境 #環境保全 #努力 #維持 #発展 #持続可能性 

 

新たな課
題解決に
向けて構
想する場
の設定 



４単元計画 
学習課題と

時数 
〇主な学習活動 
・予想される児童の反応 ＃着目する視点（ラベル） 

☆教師の支援（課題設定，課題追究，パフォーマンス） 
※実践資料と子供たちの情報共有ツールの記述（GoogleKeep, Padlet） 

オリエンテ
ーション① 
大単元テーマ 

北海道の特
色あるまち
づ く り を 調
べ，これか
らの発展に
ついて考え
よう。 

〇 「市町村キャッチフレーズ」「北海道応
援団会議」「鈴木知事のメッセージ」
「函館市民憲章」などの資料を基に，北
海道の各市町村の特色を調べる。 

〇 北海道地図（オンライン情報共有ツ
ール）を活用し，各市町村の位置と特
色を確かめる。 

・ 様々な特色をもった地域があることが
わかった。いろいろな視点を基にまちづ
くりの特色をまとめ，これからの北海道
の発展について考えていこう。 

☆課 多様な視点（ラベル）に
着目しながら主体的に課
題追究することができるよ
う，様々な特色を生かした
北海道のまちづくりに関する
資料を提示する。 

☆追 調べてわかったことや考
えたことを他者と共有しな
がらまとめることができるよ
うに，Chromebook のオンライ
ン情報共有ツール(Padlet)を
活用する。  

旭川市のま
ちづくり⑥ 
単元テーマ 

旭川市の家
具づくりの歴
史や人々の
思いや願い
を調べ，こ
れからの発
展について
考えよう。 

○ 地理的特徴や自然環境，家具の生
産量，歴史を調べ，旭川家具を広める
人々の思いや願いを考える。 

・  旭川家具を世界に広めようと＃努力
している。＃資源を守り，家具を大切に
使ってほしいという＃願いがある。 

〇 旭川市と他地域の伝統工芸を生かし
たまちづくりについて CM 動画のナレー
ションにまとめ，これからの伝統工芸を
生かしたまちづくりの発展について考え
る。 

・  これまでの学びを通して作成したラベ
ルを使って，次のまちづくりの学びに生
かそう。自己調整 

☆追 多様な視点に着目し,伝統工芸の発
展に関する社会的事象や人々の取
組を主体的に調べ，課題追究できる
ように，工芸センターに問い合わせ(メ
ール)する活動を設定する。 

☆パ 伝統工芸を生かし
たまちづくりの発展に
ついて自分なりの考
えをもつことができる
ように，多様な視点
を基に他地域のまち
づくりと比較,関連付け
てまとめたり，説明したり
する活動を設定する。 

公開単元 

 
ニセコ町の
特色を調
べる計画
を立てよう
① 

〇 地図（情報共有ツール），人口変化
のグラフ，ニセコ町観光 PR動画等を活
用し，着目する視点や学習問題，学習
計画をつくり，単元全体の見通しをも
つ。 

・ ＃自然を生かした＃観光が特色，ニセ
コ在住の外国人が増加している 

・ 旭川市で学んだように国際交流の＃

歴史や人々の＃願いを知りたい。 

 

 

☆課 地理的特徴や観光産業，人口
動態等の資料を提示し，子供たち
の気付きや問題意識を基に学習
問題や学習計画をつくる。 

☆課 前単元の学習
を振り返り，本単
元の見通しを確
かめながら，本単
元で着目する視
点について共通
理解を図る。  

国際交流
がさかんな
理由を調
べよう① 

〇 前時の学習とニセコ FRIENDS の国際
交流の取組（語学講座，絵本ワールド
等）を関連付けながら調べ，外国の
人々との交流が盛んな理由を考える。 

・ ニセコ FRIENDS の＃事業で国際交流
が盛んになり，人々の#つながりが生ま
れた。日本人と外国人の＃協力もある
のかな。 

・ 旭川の学習のように，国際交流員に直

接聞き取り調査してみたいな。 

☆課 国際交流事業の写真や動画，グラ
フ等の資料を使って，ニセコ町の国際交
流の取組を調べる活動を通して，本単元
で重要となる視点（#協力，#つながり等）
に着目させる。 

☆ 集めた情報に対する
疑問もったり，予想したこ
とを交流したりする場を設
定し，課題追究の意欲
を高める。 

国際協力
員の仕事
を調べよう
① 

〇 ZOOM インタビューを通して，国際交
流員の活動内容，役割，思いや願いに
ついて理解を深める。 

・ ＃思い，願い，苦労など，これまで大
事だったラベルは，今回も重要な視点
だとわかった。 

・ ＃対策，事業，協力，つながりなど，国
際交流を生かしたまちづくりには，新し
い視点が必要だと気付いた。他のグル
ープの国際交流員の聞き取り調査の内
容も知りたい。 

☆追 ニセコ町の国際交流事業の特色や
意味について理解を深めることができるよう
に，自ら設定した視点に基づいた質問を
考えたり，疑問や予想を確かめたりする活
動（聞き取り調査）を設定する。  

☆ ニセコ町の国際交流
の取組からグローバル
化への対策や事業，
連携等についても把握
できるように，人々の生
活と関連付け事象を捉
えるよう促す。  

ニセコ町の国際交流の取組や人々の思いや願いを調
べ，これからの発展について考えよう。 

Padlet（地図）で位置

と特色を関連付け 

Padlet（振り返り）

で考えを共有 

GoogleKeep をノートと

して使用 

ラベル機能を活用し

視点を整理 

ラベルカードを活用した板書の工夫 

「コメント」「いいね」機能

で対話的に交流 

「#」でラベル機能を補完 

視点を視覚的に共有 

課題把握「事象や意見にラベリング」 

課題追究「視点を基に意見を考える」 

共同編集機能を生かした対

話的な学びと教師の支援 

 

主体的な聞き取り調査活動

（E メール，ZOOM，電話等） 



国際交流
に 携 わ る
人々の思
いや願いを
考えよう① 
（本時） 

〇 国際交流の取組（ラジオニセコ「絵本ワー
ルド」）について調べ，国際交流を進める
人々の思いや願いについて考える。 

・  外国人だけではなく，ニセコ町民（高
校生）も，国際交流に＃協力しているこ
とがわかった。お互いの＃文化を理解
することが大切だと気付いた。 

・  ＃異文化理解，多文化共生など，新
しいラベルができた。これから学習でも
このラベルを使って考えてみたい。 

☆追 新しい視点を獲得しな
がら学習課題に対する自
分の考えを更新したり，対
話的に課題追究したりでき
るよう，別の立場から国際交流につ
いて考える学習課題を提示する。 

☆ 多様な立場や視点に基づ
いて考える良さに気付くことが
できるように，国際交流に関す
る取組を人々の相互関係に
着目して捉える場を設定する。  

これからの
北海道の
国際交流
の発展 を
願って② 

 

〇 ニセコ町と他地域の国際交流の取組
を比較し，関連付けながら，学習問題
について学んだことをまとめ，国際交流
の発展について考える。 

・  ニセコ町だけではなく，札幌市や函館
市，姉妹・友好都市など，北海道全体
で国際交流が進められていることがわ
かった。 

・  国際交流を生かしたまちづくりの学習
を通して，新しいラベルが見つかった。
このラベルを使って他の地域のまちづく
りを調べていきたい。 

☆パ 国際交流を生かしたまちづくり
の発展について自分なりの意見を
もつことができるように，これまでの
学習で作成したラベルを基に，他
地域と比較し，関連付けてまとめ
たり，説明したりする学習活動を設
定する。 

☆ 国際交流を進める取組について
自分なりの意見をもつことができるよ
うに，各地域の姉妹・友好都市や
国旗など，北海道とつながりの深
い世界の国々や地域の名称，位
置，関係などを調べる活動を単元
のまとめに位置付ける。 

斜里町のま
ちづくり⑥ 
単元テーマ 
斜里町の自
然環境を守
る 取 組 や
人々の思い
や願いを調
べ，これか
らの発展に
ついて考え
よう。 

○ 斜里町の地理的特徴や自然環境，
自然環境を守る取組や町の産業の発
展に携わる人々の思いや願いを考え
る。 

・  自然環境を守る取組の＃努力や，＃
地域と＃産業が＃協力して，自然を守
り続けていくことが大切だとわかった。
（＃SDGｓ＃共生） 

〇 斜里町と函館，他地域の自然環境を
生かしたまちづくりについてまとめ，これ
からの発展について考える。 

・  これまでの学びを通して作成したラベ
ルを使って，北海道のまちづくりについ
てまとめよう。自己調整 

☆追 多様な視点に着目しながら，自然環境
を生かしたまちづくりに関する取組につい
て，主体的に課題追究できるように，知床
自然センターに質問を問い合わせる（電
話）活動を設定する。 

☆パ 自然環境を生かしたまちづくりの発展に
ついて，自分なりの考えをもつことができる
ように，これまでの
学習で着目してき
た視点を生か し
て，他地域のまち
づくりと比較し，関
連付けてまとめた
り，説明したりする
活動を設定する。 

北海道のま
ちづくりのよ
さを伝えよう
① 
 

 
 
 
 
 
 

〇 「北海道応援団会議」について調べ，
自分たちにできることや，北海道のまち
づくりの発展に大切なことを話し合い，
自分なりの意見をもつ。 

・  これまでの学びを生かして，北海道
の各地域の様々な特色を生かしたまち
づくりについて調べよう。 

・  これまでの学習を通して見つけた視
点を使うことで，北海道の各地域のまち
づくりの特色をまとめ，これからの北海
道の発展について，自分なりの意見を
もつことができた。 

 

☆追 これまでの学習で学んだ北海道のまちづくりの特色や，その地域で
活動する人々の思いや願いなどの視点に着目しながら，これからの
北海道の産業と地域社会のよりよい発展について総合的に考える
ことができるよう，対話的に単元全体の学びを振り返る時間を保障
する。 

☆パ 北海道のまちづくりの特色と人々の生活
の変化と発展に着目し，自分なりの意見を
もつことができるよう，「北海道応援団会
議」の情報と学んできたことを比較したり関
連付けたりしながら，応援したい北海道の
市町村や地域を選択する学習活動を設
定する。 

本時板書 

 

  

 

 

 

北海道のまちづくりの特色について，ラベルを作成しながら

学習を進めてきたことによって，自ら応援したい市町村につ

いての資料を選択し，自ら着目する視点を決定し社会的事

象の特色や意味を把握しようとする姿が見られるようになりま

した。また，視点に基づいてわかったことをまとめたり，自分な

りの意見をもったりすることができるようになりました。 



５ 本時案（１１／２０） 

＜本時の目標＞ 
ニセコ町の国際交流の取組（ラジオ番組「絵本ワールド」等）について調べたことをもとに，国際交流を進める

人々の思いや願いについて考えることができるようにする。 

〇 主な学習活動と子供の姿 
＃ 着目する視点（ラベル） 

☆ 教師の支援(課題，追究，パフ）  
◇ 評価 

○ これまでの学びを振り返る 
 
 
 
 
 
 
〇 前時のインタビューを通してわかったことや考えたことを比較し
たり，関連付けたりして，情報を共有し，課題に対する自分の考
えをもつ。（Chromebookのオンライン情報共有ツールを活用） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 これまでの学習で着目した視点（ラベル）をもとに，国際交流に
携わる人々の思いや願いを考え，発表する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 国際交流に携わる人々の思いや願いを，多様な視点や立場か
ら捉え直し，自分なりに考えたことを発表する。 

 
 
 
 
 
 
 
〇本時の学びを振り返り，まとめる。 
 
 
 
 
 
 
 

☆課 本時の学習に対する見通しをもち，意欲を

高めることができるように，全体でこれまで学

習したことを確かめる。 

 

☆課 国際交流員の取組について多様な情報を

集めることができるように，インタビュー（前時）

を通してわかったことについて，グループの友

達と情報共有する時間を保障する。  

 

☆追 国際交流員の思いや願いがわかる情報を

比較したり，関連付けたりしながら，本時の課

題に対する自分の考えをもつことができるよう

に，Chromebookのオンライン情報共有ツール

を使って，全体で情報を共有する場を設定す

る。  

 

☆パ 集めた情報の特色や意味について考えた

り，総合的に判断したりできるように，自分や

友達の考えにラベリングする場を設ける。  

 

☆ 本時の課題に対する自分なりの考えをもつこ

とができるように，これまでの学習で使ったラベ

ルを思い出したり，同じ視点に着目している友

達の意見を参考にしたりするよう促す。 

 

☆ 子供たちが共通の視点に基づいて社会的事

象を捉え，対話的に本時の課題を追究できる

ように，ラベルカードを使って視点を視覚的に

把握させる板書を構成する。 

 

☆追 事象の特色や意味について再考したり，課

題に対する自分の考えを深めたりすることがで

きるように，多様な立場や視点から事象を捉え

直す活動を設定する。（資料「ニセコ高校からの手

紙」） 

 

◇ ニセコ町の国際交流の取組について調べた

ことをもとに，国際交流を進める人々の努力や

工夫，願いについて考えている。（記述，発言

等）                   【思・判・表】 

 

☆ 本時の課題に対する自分なりの考えをもつこ

とができるように，これまでの学習で学んだこと

や着目した視点（ラベル）の振り返りを促す。 

 

☆課 次の学習に対する見通しをもったり，意欲

を高めたりできるように，本時の学習の成果や

価値を振り返り，全体で交流する場を設定す

る。 

どうして，ニセコ町の国際交流員の方々はラジオ番組「絵本
ワールド」に出演しているのだろう。 

ニセコ町にはたくさんの外国人がくらし
ていて，様々な国際交流の取組がある
ことがわかってきたよ。 

今日は，国際交流員の方々にインタビ
ューして，わかったことを話し合おう。 

ミッチェルさんは，町役場で外国人移
住者のために通訳の仕事をしていた
よ。＃仕組み ＃役割 

外国人労働者のために日本語教室を
していた。日本の文化や習慣を伝えて
いたよ。＃協力 

メイさんは，中国語の通訳や，ニセコ町
民のために中国語教室を開いている。
＃つながり 

月２回地域の小学校で，子供たちに外
国の言葉や文化を紹介したりしている
んだって！＃地域 ＃関わり 

ラジオで絵本の読み聞かせをするの
は，ニセコ町民と仲良くなるためだと思
うな。＃つながり 

 

町役場の人に，移住者のためにやって
ほしいって頼まれたのかもしれない。 
＃役割 ＃協力 

ラジオでイベントの宣伝をするのは，ま
ちの人にたくさん参加してもらうためだ
と思うな。＃影響 ＃変化 

自国の文化を紹介してもっと話しやす
く，なかよくなるためじゃないかな。 
＃努力 ＃願い 
 

絵本を通して子供と一緒に異文化に興
味をもってもらえるようにしているんだ。
＃工夫 ＃つながり 

コロナでできなくなったことも，ラジオ番
組を通して取組が続けられているんだ
ね。＃努力 ＃継続 

ドイツ人のエマさんは，６年間観光案内
所で外国人観光客のサポートをしてい
るよ。＃継続 ＃対策・事業 

怖がって話しかけても聞いてくれないこ
ともある。それでもずっと続けているな
んてすごい。＃苦労 ＃努力 

どうして，ニセコ高校の生徒が国際交流員と一緒にラジオ番
組を放送しているのだろう。 

お互いを理解し，認め合うことや，自分
の国の文化を伝えることも大事。 
＃異文化理解 ＃多様性 

日本とか外国とか関係なく，まちのみ
んなで協力し，よりよいまちにしていく
ことが大切。 ＃協力 ＃多文化共生 

ニセコ町の国際交流について調べたり
ラベルを使って意味を考えたりして，前
よりもっと詳しく知ることができた。 

インタビューをして国際交流を進めてい
る人の思いや願いを考えて，初めてわ
かったことがたくさんあった。 

外国人，日本人，両方の立場で考える
と，今まで知らなかった思いや願いに
気付くことができた。 

クロムを使って友達の考えや，ラベル
の理由を知り，自分の考えがさらに深
まった。 

今度，国際交流イベントに参加して，外
国の方と話しかけてみよう。 

他のまちでは，どんな国際交流の取組
があるのか調べてみたい！ 

国際交流を進める人々の思いや願いについて考えよう。 



 


